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編集後記

『慶麿の法律学一一慶慮義塾創立一五O年記念法学部論文集』 6冊、『慶麿の政治

学一一慶麿義塾創立一五O年記念法学部論文集.I5冊、『慶磨の教養学一一慶麿義

塾創立一五O年記念法学部論文集』 l冊の計 12冊がここに刊行されることになった。

ここまでたどり着くまでには多くの時間と労力が払われている。 2007年5月に当

時の小此木政夫学部長から記念論文集の刊行が提起され、編集については法学研究

編集委員会に委ねるという決議が教授会でなされた。そして、当編集委員会では、

6月下旬には法学部専任者、慶麿法学会会員等に対して執筆依頼状を発送した。当

初は、法律学、政治学、日吉篇の 3冊を基本に考えていたが、 2008年 1月に実施

したアンケート調査によって、法律学関係で 100篇、政治学関係で 90篇、日吉関

係で 25篇の論説が予定されるなど大部な刊行になることが予想された。そこで、

今回は法学研究編集委員会内部に委員長、編集主任を中心とする少数の小委員会で

動きやすくして、編集体制を整えた。そして、ここに計 12冊（法律学 67篇、政治

学54篇、教養学 18篇）の 150年記念法学部論文集が完成したわけである。

今回、百周年、 125周年の時と比べて工夫が凝らされたのは、法律学については

公法 I、公法H、刑事法、民事法、商事法、民事手続法、政治学については政治・

社会、政治思想、日本政治、地域研究、国際政治などの内容による巻構成を取るこ

とができた点である。この 25年間に、慶麿法学会のメンバーも拡大し、学問領域

も細分化しており、「教養学」も含めて扱われているテーマは非常に多様になって

いる。今回の編集において私が最も強く感じたのは、それだけ学問領域が細分化し、

それぞれの学者・研究者の関心も多様化していてもなお、われわれが「慶鷹義塾大

学法学部」への強い愛着を持ち、記念論文集に結集していく「心意気」のようなも

のであった。 125周年記念論文集の「編集後記」を執筆された当時の法学研究編集

主任の宮津浩一名誉教授は、「大学という学問共同体は、その構成員の交代を繰り

返しつつ永続性を保持する。記念論文集に寄稿された執筆者のうち、最も若い諸君

が、創立 150年記念号の編集の中心となるのは歴史的順序である。Jと述べられて
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いる。実際に 125年のときに、最も若かった執筆者の一人は私であり、その意味で

今確かに「歴史的順序」を実感しているわけである。私が法学部に就職してから以

後に、慶慮義塾創立 125年（1983年）、政治学科設立 90年（1988年）、法律学科開

設百年（1990年）、政治学科開設百年（1998年）、そして今回の慶麿義塾創立 150

年（2008年）とある意味でイベント続きであった。それぞれに記念論文集などを

刊行しており、長い歴史のちょうど節目の時期に法学部に在職していたことになる。

本論文集が作られるまでには、国分良成学部長、朝吹亮二日吉主任をはじめとし

て多くの同僚諸氏から温かいご支援をいただいた。もちろん、ご協力いただいた慶

麿法学会各位にも深謝したい。特に坂原正夫委員長には、委員長の重責にありなが

ら絶えず気を配り、 150年記念論文集の刊行を実現できたのもひとえに坂原委員長

のご努力の賜物である。記して感謝したい。いつも論文集の刊行を気にかけていた

だいた小此木政夫前学部長、実際の編集業務に関わっていただいた法学研究編集委

員の各位にも感謝したい。

また、法学研究編集委員会事務局の塚越絹子さん、小野裕子さんにも通常の業務

にプラスして働いていただいたことを感謝したい。そして最後に、慶謄義塾大学出

版会の有能な編集者である堀井健司さん、岡田智武さん、村山夏子さん、乗みどり

さんの 4氏には、誠にお世話になった。この方々がいなければ、とても本年中には

刊行できなかったことは言うまでもない。記念すべき塾創立 150年の年末を飾る大

事業に感謝の拍手を贈りたい。

2008年 11月30日

法学研究編集主任 有末 賢
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